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　最近，ある学会で「外科医と病理医の理想的協調に向けて」というシンポジウムにおいて発表する機
会をいただき，このことに関して改めてその重要性を認識し，さらに今日の課題について考えました．
　近年，癌の治療法は拡大手術から縮小手術への方向性とともに抗癌剤や放射線治療など多岐にわ
たっており，適切な治療方針の選択が患者の予後，さらには QOL を左右すると考えられます．患者個々
に適した治療法の選択，いわゆる「オーダーメード治療」のためには外科医と病理医の双方向的協調
が不可欠です．そのためには，外科医が持つ正確な臨床情報が病理医に伝達されることと，また一方
で病理診断も含めた病理所見に基づいた病態の理解が臨床へ フィードバック されるという双方向の
密な協調システムの構築が望まれます．
　外科がかかわる先進医療など高度な医療の分野のなかで病理医との協調が不可欠なものには，たと
えばピロリ菌と胃癌，EMR／ESD の適応，拡大内視鏡のピットパターンや endocytoscopy，GIST の免
疫染色と遺伝子診断，さらにはセンチネルリンパ節の術中迅速診断，微小転移の検索，乳癌における 
HER－2 発現の検索，新規抗癌剤の評価などが挙げられます．
　このように，外科において病理医との密な連携の重要性は増すばかりであり，前述した先進医療の
現場において両者の臨床業務，学習，教育，そして研究の実践と責任は大きくなっています．しかし
ながら現在においても，いや今日においてこそ的確な病理診断に基づいた外科治療と，手術に際した
病変の広がりの詳細かつ的確な診断が求められ，この点における外科医としての考え方も再確認が必
要と思われます．本誌の巻頭を飾るカラーグラフで「診療に役立つ肉眼像と組織像の理解―マクロか
らミクロ像を読む」というシリーズを 2006 年の 61 巻 1 号から 2007 年の第 62 巻 5 号まで連載した企
画意図もそこにありました．
　すなわち，ESD や EMR の登場によって早期の病変に対する癌の至適切除範囲の再検討が必要とな
り，さらに，従来の進行癌における切除範囲の考え方も再考を求められるようになっています．また，
進行癌ではそれに伴う副病変や上皮内（管腔内）進展などに関しても術前の画像診断，術中診断の重
要性が増してきています．本号の特集では癌の原発巣における切除範囲に関して，その進行度に応じ
た方針を各癌腫においてご専門の先生方に示していただきました．今日の最新の内視鏡治療を含めた
癌の切除に際して，読者の皆様の指針にしていただければ幸いです．
　 （桑野博行）
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